
＜事業再編計画概要＞

【実施時期】 令和６年３月～令和10年３月

とかち飼料（株）等

・配合飼料製造設備の強化

・銘柄の整理

日本政策金融公庫

日清丸紅飼料（株）
（小樽工場）

（S42年～、鶏・豚用飼料）
（製造移管後撤去・廃棄）

融資

製造移管

令和６年３月21日

日清丸紅飼料（株）は、全国において配合飼料の製造・販売を行っている配

合飼料製造会社です。今般、鶏・豚用の配合飼料を製造する小樽工場の老朽

化が進んだことから、とかち飼料（株）の製造設備を強化した上で、小樽工場で

行っている製造をとかち飼料等へ移管します。これにより、飼料の製造効率を

高め、低コストに飼料を供給し、畜産農家の生産コスト低減につなげることを

目指します。

【目標】
（良質かつ低廉な農業資材の供給）
１トン当たりの製造加工費： R４年度→R９年度で14.3％の削減

（生産性の向上）
とかち飼料（株）の修正ROA： R４年度→R９年度で0.8ポイントの向上
※修正ROA：減価償却費及び研究開発費を控除する前の営業利益額を総資産で除した値

【労務に関する事項】
事業再編に伴う従業員の解雇はない。

日清丸紅飼料株式会社及びとかち飼料株式会社

の事業再編計画の概要
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